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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方に開口し、生鮮食料品を収容する略直方体形状の容器本体の少なくとも一辺の周壁
上面に、該周壁に沿って、表示札の下部を嵌挿させるための凹部を形成するとともに、該
凹部を画成する外側壁の凹部の両端に位置する部分に、凹部の両端をそれぞれ外部に開放
する切欠きを形成し、該切欠きを介して、前記凹部内に嵌挿させた表示札の両側下部を前
記凹部からそれぞれ外部に突出させることによって、表示札の下部を湾曲変形させて係止
する係止手段を配設したことを特徴とする発泡合成樹脂製容器。
【請求項２】
　前記凹部を画成する内側壁に、前記切欠き間に位置させて、凹部内に突出する凸部を形
成したことを特徴とする、請求項１に記載の発泡合成樹脂製容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発泡合成樹脂製容器に関するもので、詳しくは、表示札を係止することがで
きる発泡合成樹脂製容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　発泡合成樹脂製容器は、魚介類の新鮮度を保つために、魚介類と共に氷を一緒に入れ、
保冷した状態で、運搬，保管するのに使用される。
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【０００３】
　ところで、市場から小売店に運ばれた魚介類は、発泡合成樹脂製容器に入れたまま、店
頭に並べられて販売されることがある。
　その際に、魚介類の名称，産地，値段，その他の情報を表示する必要がある場合には、
それらの情報を記載した表示札を、氷中に差し込むことによって支持させていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、表示札は、書き込みが可能で、剛性を有し、かつ耐水性を有するものでな
ければならず、材料が限定されるばかりでなく、安定性及び氷中への差し込み作業性等か
ら、その大きさも限定されていた。
　また、氷中へ差し込んだ表示札は、魚介類の出し入れに際して倒れ易く、その都度修正
する必要があったとともに、氷が融けだすと、表示札を支持することができなかった。
【０００５】
　本発明は、上記した実情に鑑みて、紙等の腰が弱く、耐水性を有しない表示札をも、容
易に、且つ安定して支持させることができる発泡合成樹脂製容器を提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記した課題を解決するため、請求項１の発泡合成樹脂製容器では、上方に開口し、生
鮮食料品を収容する略直方体形状の容器本体の少なくとも一辺の周壁上面に、該周壁に沿
って、表示札の下部を嵌挿させるための凹部を形成するとともに、該凹部を画成する外側
壁の凹部の両端に位置する部分に、凹部の両端をそれぞれ外部に開放する切欠きを形成し
、該切欠きを介して、前記凹部内に嵌挿させた表示札の両側下部を前記凹部からそれぞれ
外部に突出させることによって、表示札の下部を湾曲変形させて係止する係止手段を配設
している。
　ここで、上記凹部の間隙は、表示札の厚みと同等、またはそれよりは僅かに大きくする
とが好ましい。
【０００７】
　また、上記した課題を解決するため、請求項２の発泡合成樹脂製容器では、上記請求項
１の発明において、上記凹部を画成する内側壁に、上記切欠き間に位置させて、凹部内に
突出する凸部を形成している。
【発明の効果】
【０００９】
　上記した請求項１の本発明によれば、凹部と切欠きに、それらの上方から表示札の下部
を差し込むことによって、表示札の下部が容器本体に係止される。したがって、表示札は
、従来のように氷中に差し込むための剛性，耐水性等を有する表示札でなくてもよく、ま
た、表示札を容器本体へ容易に装着することができ、かつ確実に容器本体に支持させるこ
とができる。
　なお、この発明の場合には、表示札の下部は湾曲状に係止されるが、表示札の復元力に
よって、上部は平面状になり、表示情報が読み難くなることはない。
【００１０】
　また、上記した請求項２の本発明によれば、表示札の下部の両側部は湾曲状になるが、
中間部は平面状になり、表示札全体を平面的に、かつより確実に容器本体に支持させるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、上記した本発明に係る発泡合成樹脂製容器の実施の形態を、図面を参照しなが
ら詳細に説明する。
　ここで、図１は本発明に係る発泡合成樹脂製容器の一実施の形態を概念的に示した斜視
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図、図２は魚介類を収容して展示した状態の容器本体の正面斜視図、図３は図１における
容器本体のＸ－Ｘ線に沿う部分の断面図、図４は図１における容器本体のＹ－Ｙ線に沿う
部分の断面図、図５は表示板を係止させた状態の容器本体の背面斜視図、図６は図５にお
ける容器本体のＺ－Ｚ線に沿う部分の断面図、図７は図１における蓋体のＬ－Ｌ線に沿う
部分の断面図、図８は図１における蓋体のＭ－Ｍ線に沿う部分の断面図である。
【００１３】
　図示した本発明に係る発泡合成樹脂製容器１は、容器本体１０と、蓋体３０とから構成
されている。
【００１４】
　上記容器本体１０は、図１に示したように、上方に開口１１を有する略直方体形状を成
し、矩形状の輪郭を成す周壁１２と底壁１３とによって形成され、発泡スチロール樹脂等
によって一体成形されている。
【００１５】
　周壁１２の上面は、内周側に、全周に亘る凸条部１４を有し、外周側には、全周に亘る
段部１５が形成されている。そして、周壁１２（実施の形態では、相対向する短辺側の壁
）の段部１５には、周壁１２に沿った凹部１６が形成されている。そして、この凹部１６
には、後述するような表示札Ａの係止手段２０が形成されている。
　なお、上記凹部１６は、周壁１２の相対向する長辺側の壁、或いは短辺側の壁と長辺側
の壁の各々、さらには周壁１２の四辺の壁の全てに形成しても良い。
【００１６】
　そして、図２に示したように、市場等から運搬された、魚介類Ｂおよび氷Ｃを収容した
容器本体１０は、係止手段２０を有する凹部１６に、魚介類Ｂの名称，産地，値段，その
他の情報を表示した表示板Ａを係止させた状態で、店頭に並べられる。
【００１７】
　上記係止手段２０は、図１等に示したように、凹部１６を画成する外側壁の中間部およ
び両端部に形成された切欠き２１ａおよび２１ｂ，２１ｂと、該切欠き２１ａと２１ｂ，
２１ｂとの間に各々画成された凸部２２，２２と、凹部１６を画成する内側壁の中間部に
形成された凸部２３とによって構成されている。
【００１８】
　そして、凸部２２，２３の両側面における凹部側縁には、図３に示したように、傾斜面
或いはアール２２ａ，２３ａが各々形成され、それらの凸部２２，２３の上面にも、図４
に示したように、凹部１６に向かって下方に傾斜する傾斜面或いはアール２２ｂ，２３ｂ
が各々形成され、さらに、凹部１６の両端を画成する端面にも、図３に示したように、外
方へ向かって拡がる傾斜面或いはアール２４，２４が形成されている。
【００１９】
　このように構成された容器本体１０では、図５に示したように、係止手段２０に、表示
板Ａの下端を差し込んで凹部１６に支持させる。この状態における表示板Ａの下端は、図
６に示したように、凸部２２，２２と凸部２３との間で挟み込まれ、両側部が切欠き２１
ｂ，２１ｂから外部に突出した状態で係止される。
　なお、表示板Ａを凹部１６に差し込むに際して、上記した凸部２２，２３の各傾斜面或
いはアール２２ａ，２２ｂ，２３ａ，２３ｂ，２４は、表示板Ａを凹部１６にスムースに
案内する作用等を果たす。
【００２０】
　一方、蓋体３０は、図７および図８に示したように、天井壁３１の下面（容器本体１０
側の面）に、上記容器本体１０の周縁に突設された凸条部１４を収容する周凹部３２を備
え、該周凹部３２を画成する内周壁３３を備えている。
【００２１】
　また、天井壁３１における下面周縁には、上記容器本体１０の切欠き２１ａおよび２１
ｂ，２１ｂに挿嵌される凸部３４ａおよび３４ｂ，３４ｂが各々形成され、凸部３４ａの
周凹部３２側面の中間部には、上記容器本体１０の凸部２３を逃げるための凹部３５が形
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成されている。
　なお、上記凸部３４ａおよび３４ｂ，３４ｂは、無くてもよい。
【００２２】
　そして、この蓋体３０は、その周凹部３２を容器本体１０の凸条部１４に嵌合させ、凸
部３４ａおよび３４ｂ，３４ｂを、容器本体１０の切欠き２１ａおよび２１ｂ，２１ｂに
各々嵌挿させることによって、容器本体１０に装着される。
【００２３】
　なお、上記実施の形態では、係止手段２０を、切欠き２１ａおよび２１ｂ，２１ｂ、凸
部２２，２３等によって構成しているが、図９に示した変形例のように、上記実施の形態
における、凹部１６を画成する内側壁の中間部に形成した凸部２３を、取り除いたものと
してもよい。
　この係止手段２０Ａの場合には、図１０に示したように、凹部１６に収容された表示板
Ａの下部は、その両側部のみが湾曲された状態で係止される。
　なお、この場合の蓋体３０は、上記実施の形態の蓋体３０における凹部３５（図７参照
）が形成されない点で異なるだけで、他は同じとなる。
【００２４】
　また、図１１には、係止手段２０のさらに他の変形例を示している。この係止手段２０
Ｂは、上記係止手段２０Ａにおける凸部２２を１つにしている。すなわち、凹部１６を短
いものとし、該凹部１６を画成する外側壁の両端部にのみ切欠き２１ｂ，２１ｂを形成し
、中間部の切欠き２１ａをなくしている。
　この係止手段２０Ｂの場合には、図１２に示したように、凹部１６に収容された表示板
Ａの下部は、凹部１６内において湾曲した状態で係止される。
　なお、この場合の蓋体３０は、上記変形例における凸部３４ａが形成されない構造とな
り、また、上記したように全ての凸部３４ａおよび３４ｂ，３４ｂが無いものとしてもよ
い。
【００２５】
　また、図１３は、本発明に係る発泡合成樹脂製容器の他の実施の形態を示している。
　この発泡合成樹脂製容器１Ａでは、係止手段４０として、凹部１６を画成する内側壁と
外側壁に、図１４に示したように、凹部１６内に突出する複数個の凸部４１，４２を千鳥
状に配設するとともに、それらの凸部４１，４２の上面に、図１５に示したように、凹部
１６に向かって下方に傾斜する傾斜面４１ａ，４２ａを形成している。
【００２６】
　この場合には、凹部１６に収容された表示板Ａの下部が、図１６に示したように、波状
に変形された状態で係止される。
　なお、この場合の蓋体３０は、上記実施形態のような凸部３４ａ，３４ｂの形成は不要
となる。
【００２７】
　以上、本発明に係る発泡合成樹脂製容器の実施の形態を説明したが、本発明は、何ら既
述の実施の形態に限定されず、特許請求の範囲に記載した本発明の技術的思想の範囲内に
おいて、更に、種々の変形および変更が可能であることは当然である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る発泡合成樹脂製容器の一実施の形態を示した斜視図である。
【図２】魚介類を収容して展示した状態の容器本体の正面斜視図である。
【図３】図１における容器本体のＸ－Ｘ線に沿う部分の断面図である。
【図４】図１における容器本体のＹ－Ｙ線に沿う部分の断面図である。
【図５】表示板を係止させた状態の容器本体の背面斜視図である。
【図６】図５における容器本体のＺ－Ｚ線に沿う部分の断面図である。
【図７】図１における蓋体のＬ－Ｌ線に沿う部分の断面図である。
【図８】図１における蓋体のＭ－Ｍ線に沿う部分の断面図である。
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【図９】本発明に係る発泡合成樹脂製容器の変形例を示した部分的な斜視図である。
【図１０】図９における容器本体のＮ－Ｎ線に沿う部分の断面図で、表示板を係止した状
態を示した図である。
【図１１】本発明に係る発泡合成樹脂製容器の他の変形例を示した部分的な斜視図である
。
【図１２】図１１における容器本体のＯ－Ｏ線に沿う部分の断面図で、表示板を係止した
状態を示した図である。
【図１３】本発明に係る発泡合成樹脂製容器の更に他の実施形態を示した部分的な斜視図
である。
【図１４】図１３における容器本体のＰ－Ｐ線に沿う部分の断面図である。
【図１５】図１３における容器本体のＱ－Ｑ線に沿う部分の断面図である。
【図１６】図１３における容器本体のＰ－Ｐ線に沿う部分の断面図で、表示板を係止した
状態を示した図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　　発泡合成樹脂製容器
　１０　容器本体
　１１　開口
　１２　側壁
　１３　底壁
　１４　凸条部
　１５　段部
　１６　凹部
　２０，２０Ａ，２０Ｂ　係止手段
　２１ａ，２１ｂ　切欠き
　２２　凸部
　２２ａ，２２ｂ　傾斜面
　２３　凸部
　２３ａ，２３ｂ　傾斜面
　２４　傾斜面
　３０　蓋体
　３１　天井壁
　３２　周凹部
　３３　内周壁
　３４ａ，３４ｂ　凸部
　３５　凹部
　１Ａ　発泡合成樹脂製容器
　４０　係止手段
　４１，４２　凸部
　４１ａ，４２ａ　傾斜面
　Ａ　表示札
　Ｂ　魚介類
　Ｃ　氷
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